
①簡易的な家屋の模型を作る。 
②模型の天井部分におもりを載せる。 
③模型が倒壊した時に載っていた重量を記録する。 
④様々な組み方で同様の手順を繰り返す。 
第1実験:接着にアロンアルファを用いた。（1’、2’）
（筋交いなし、縦、斜め①） 
第2実験:柱と床、天井部分の接着には木工用ボンド
とボードビス（3’）、筋交いと家屋の接着にはボードビ
スを用いた。（4’）　（斜め②、斜め③） 
また、第2実験では床面にファルカタ材
(150×150×12)、柱、筋交いにバルサ材
(8×20×200)を用いた。（単位はmm） 
 
 
 
 
 
 

最も上部からの圧力に耐えることので 
きる柱、筋交いの組み方を考える。 
（画像はhttps://trs.jp.toto.com/blog
/68/post_3130w-bracingより） 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家屋の柱、筋交いと耐荷重の関係  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家屋の柱、筋交いはどのような組み方が最も重 
さに耐えられるか考えた。（画像はhttps://daiy
a-koumuten.co.jp/blog/kominka/2939/より） 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筋交いの組み方によって上部からの圧力 
に耐えられる力の大きさが変わってくるの 
ではないか。（画像はhttps://kashiwazaki-
ikedako.com/column/mokuzojyutaku/から） 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 筋交いなし  縦  斜め①  斜め②  斜め③ 

1  32.50  110.00  15.00  55.00  45.00 

2  12.50  95.00  150.00  50.00  56.25 

3  22.50  102.50  115.00  47.50  50.00 

4  17.50         

組み
方 

回数（回） 

3’ 

3’ 

2’ 1’ 

3’  4’ 

　　筋交いなし　　　　　縦　　　　　　　　　斜め①　　　　　　　斜め②　　　　　　　　斜め③ 

倒壊した時の様子 
筋交いなし:接着部が剥がれる、折れるように倒壊（写真1） 
縦:接着部が剥がれるように倒壊 
斜め①:接着部が剥がれるように倒壊（写真2） 
斜め②:天井部分の板が割れて倒壊（写真4） 
斜め③:柱が折れて倒壊（写真3、5） 
 
※筋交いなしの1は、接着にアロンアルファを用いて、 
2、3、4は、接着に木工用ボンドとボードビスを用いた。 

写真1 

写真2 

写真3 

写真4  写真5 

今後の展望  
今回の研究では、充分な量の実験のデータを得ることができず、信頼性
にかけてしまう部分があった。次は、床面、柱、筋交いが三角形を形作る
ように、筋交いを組んでいきたい。固定方法を見直し、よりよいデータを
集められるようにしたい。 

第2実験では、床面、柱、筋交いの接着を第1実験よりも強くしたが、あま
り効果は見られなかった。筋交いなしと斜め②、③を比較すると、上部か
ら耐えられた圧力に3倍近く差が見られた。このことから、筋交いが耐荷
重を増やすことに影響を与えると考えられる。 
また、斜め②と斜め③を比較すると、筋交いの組み方は異なるが、耐荷
重に大きな差は見られなかった。少なくともこの2つの組み方では、耐荷
重に影響はないと考えられる。 

柱、筋交いの組み方の倒壊時のおもりの重さ(kg) 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